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　留学生を主な対象とした多言語・多文化理解，生活

適応支援ワークショップを学内外との連携を図りなが

ら継続展開した。これまで同様，留学生にとっては日

本の生活に慣れ，他の学生や地域の人たちと共に学べ

る機会となるよう，また，すべての学生にとって多文

化コミュニケーション力や発信力，多文化適応力と

いった国際性をのばすことを目指した。

【日本文化講座】

　一部の日本文化講座は，2010年度から国際教育交流

センターが教養教育院の授業として開講している基礎

セミナー「日本文化の国際展開」と合同しておこなっ

ている。昨年度より，これまで実施してきた日本文化

講座の内容を多文化の視点から捉えた教材資料として

作成しており，今年度は折り紙講座の資料冊子を授業

内で活用し，書道，華道講座についても，各講師の原

稿執筆の協力を得て教材化の目途をつけた。新しいト

ピック「囲碁」を取り入れ，学内外において共通の興味

や趣味を介して人々と繋がる機会の提供にも努めた。

【世界の言語文化講座】

　学生ボランティアによるランゲージシャワーを継続

するとともに，そのプログラムで外国語を練習する学

生たちが，日本文化講座で教材化を進めていた資料か

ら学び，多言語を使って書道紹介をおこなった。また

名古屋大学イスラム文化会と共催して，元留学生によ

るパレスチナの歴史と文化紹介の講演会を開催した。

【生活適応支援講座】

　大学宿舎を退去する予定の留学生を主な対象とした

引越しオリエンテーションを生協，提携不動産会社と

連携しておこなった。新たな試みとして，他大学で実

施されている「学生による防災教育」のロールモデル

を学ぶ機会を設け，学習者が防災情報発信の担い手と

なるための新たな防災教育の可能性を見出した。

ワークショップの実施状況（日時・開催場所・参加人

数）

【日本文化講座】

★華道（指導：華道八代流教授　岡田佳恵）

　�4月24，5月20日，6月17日，7月15日，11月18日，

12月16日，1月20日　14：45-16：15

　国際棟201講義室・12名（合同講座），各日5～10名

★着物（指導：駒きもの学苑　加藤かつ子）

　�5月15日　16：30-18：00・全学教育 A 棟 A14講義

室・25名（合同講座）

★書道（指導：藤井書道教室　藤井尚美）

　�5月29日　16：30-18：00・国際棟 CALE フォーラ

ム・29名（合同講座）

★�折り紙（指導：折り紙国際交流　白ゆり会　池井経

子）

　�6月19日　16：30-18：00・全学教育 A 棟 A14講義

室・17名（合同講座）

★多言語（英語，中国語，日本語）による書道紹介

　�（進行：名古屋大学ランゲージシャワーボランティア

学生　岡田優士，竹内なぎ，孫会偉）

　11月25日　14：45-16：15・国際棟201講義室・13名

★囲碁（指導：日本棋院中部総本部　西條雅孝）

　�日時・場所：1月13日　14：45-16：15・国際棟201

講義室・19名

【適応支援】

★�引越しオリエンテーション（進行：アドバイジング

部門　協力：名大生協，（株） ニッショー）

　�6月23日，12月18日　14：45-16：15・国際棟 CALE

フォーラム・31名（6月），27名（12月）

★防災セミナー

　�（講師：静岡大学大学院教育学研究科修士２年　紫藤
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アドバイジング部門

真由，協力：同大学准教授　藤井基貴）

　�日時・場所：12月15日　14：45-16：15・国際棟301

講義室・6名

【世界の言語文化】

★�パレスチナの歴史と文化（講師：名古屋大学大学院

修了生　Layth R F SBAIHAT）

　�9月22日　17：00-19：00・国際棟 CALE フォーラ

ム・約30名

★�ランゲージシャワー　英語グループ（名古屋大学ラ

ンゲージシャワーボランティア学生）

　�11月20日，27日，12月4日　14：45-16：15・国際棟

301講義室・各回10～15名

　＊�ランゲージシャワー活動詳細は，2014年度名古屋

大学国際交流グループ活動報告書参照

　　�http://acs.iee.nagoya-u.ac.jp/doc/2014_Exchange/ 

2014LS.pdf


